
♠29歳、二番堰　♠性格　細かいことをこつこつと積み上げるタイプです。
♠好きな言葉　「一期一会」　秋田に送り出してくれた両親のおかげです。
♣市内で好きな場所　アメリカ雑貨店「ヒミツキチ13（2）BASE」（石脇）です！

♣お世話になっている方へ　自分に関わっている皆さんにいつも優しく接してい
　ただき、面倒見てもらっていることに深く感謝しています。

　貴大さんは、「Honda cars秋田西」本荘北店で営業
を担当しています。「岩手県葛巻町出身です。ノースアジ
ア大を卒業して就職しました。お客様の目線や立場で、
歩み寄って一緒に考えることを心がけ、笑顔で接する
ことを大切にしています」と話します。「本荘は海や山が
あって親しみが感じられ、どこへ行くにも便利で、住みや
すい街です。日本酒もおいしい」。貴大さんは昨年春に
結婚。バスケットボールに励んできたことから、秋田
ノーザンハピネッツの試合観戦やドライブに奥さんと出
かけるそうです。
　「知り合いの全くいない由利本荘に
来て、人とのつながりで助けていただ
き、力を貸してもらえていることを日々
実感します。とてもありがたく思って
います」と話し、目を細めました。 ゴルフで楽しく交流！
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〒015-8501 秋田県由利本荘市尾崎17番地
 Eメール：kouho@city.yurihonjo.lg.jp

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。

No.288　 ３月15日発行
●編集・発行／由利本荘市広報課
☎ 24-609024-6237 印刷／（有）高野写真印刷

この広報紙は30,200部印刷し、印刷費は１部あたり約25.3円です。

地域で頑張っている皆さんを「ダーツの旅」風に追っています！

やわらかな、若い風 ⑲

Monthly Happy Communications

市
内
の
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す

市
内
の
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す

阿部 貴大 さん
ABE  Takahiro

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」実
感
し
、感
謝
の
日
々
で
す！

Interactive
Side Story

 ふれあい
　サイドストーリー

　「秋田シーバズヤングベース
ボールクラブ」は、市内の中学生
が所属する硬式野球チームです。
チームは昨年10月に行われた北
日本支部予選で優勝し、3月25日
～27日に岡山県で開催される「第
25回ヤングリーグ春季全国大
会」への初出場を決めました。
　メンバーは現在18人。全員が
中学校の部活動と両立しながら活
動していて、本荘・矢島・岩城・
大内・西目の各地域から選手が
集まっています。
　主将の君島大智君（本荘東中

２年）は「とにかく元気で声がよ
く出るのがいいところ。全国大会
でも気持ちで負けない自分たちの
野球を貫き通して、支えてくれて
いる人たちに恩返しができるよう
な試合がしたいです」と意気込ん
でいます。
　予選では２試合をコールドゲー
ムで勝ち抜くなど、得点力のある
チーム。「打てなくてもとにかく出
塁し、進塁するチャンスを逃さな
い」のがチームの持ち味です。
　全国大会はもうすぐ。持ち前の
元気さをフルに発揮して、
全国の舞台にその名を
轟かせてきてください！
　

全国で自分たちの野球を貫いてきます！　サイドスト リサイドスト

ボ
が
チ
日
～
25
会

中
動
大
集

全国で自分たちの野球を貫

指導方針は「礼儀と感謝の気持ちを大切に」。
グラウンド以外でもキビキビした姿勢が評価されています
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http://www.city.yurihonjo.lg.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課

　雪を生かして楽しむイベントが、今シーズンも市内各地で開催され
ました。東由利地域で行われた「雪上野球W杯」もそのうちの一つ。
雪があってこそのハプニングに笑い声が響き、選手たちも観客も大興
奮の大会になりました。　　　　　　　　　　　　　　　　（記事４㌻）
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１
月
19
日（
木
）・「
善
隣
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

81
人
参
加

由　
利

Ｑ　

現
在
、
集
落
単
位
で
災
害
組
織
図

　

を
作
成
し
て
い
る
。
行
政
で
は
、
分

　

担
も
示
さ
れ
た
組
織
内
対
応
マ
ニ
ュ

　

ア
ル
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
集
落
用
の

　

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
っ
て
ほ

　

し
い
。

Ａ　

子
吉
川
の
氾
濫
な
ど
、
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
町
内
会
な

ど
に
対
し
、
市
民
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
あ
る
の
で
提
供
し
て
い
く
。

Ｑ　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
競
技
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
市
ソ

Ａ　

ド
ラ
マ
終
了
後
、
す
ぐ
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
局
に
御
田
の
方
の
登
場
を
含
め
、

そ
の
後
の
ド
ラ
マ
制
作
を
要
望
し
た
。

今
後
も
他
の
ゆ
か
り
の
地
と
の
連
携
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
真
田
企
画
展
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

昨
年
、
紅
葉
の
時
期
に
法
体
の
滝

　

に
行
っ
た
。
周
辺
道
路
の
案
内
を

　

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

Ａ　

鳥
海
山
周
辺
は
観
光
の
中
心
で
、

ジ
オ
サ
イ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
不
便

を
感
じ
な
い
よ
う
順
次
整
備
し
て
い
く
。

鳥
海
ダ
ム
の
整
備
に
合
わ
せ
、
観
光
道

路
の
整
備
も
国
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
駐
車
場
は
舗
装
さ

　

れ
て
お
ら
ず
、
大
規
模
な
改
修
が
必

　

要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
立
市
を
宣
言
し

て
お
り
、
各
種
体
育
施
設
を
市
外
か
ら

訪
れ
る
方
に
誇
れ
る
施
設
に
な
る
よ
う

整
備
し
て
い
く
。

２
月
６
日（
月
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
人
参
加

大　
内

Ｑ　

い
ざ
と
い
う
時
、
特
に
日
中
は
、

　

初
期
消
火
に
あ
た
れ
る
人
が
い
な
い
。

　

地
域
で
作
業
を
し
て
い
る
建
設
業
の

　

方
な
ど
を
対
象
に
講
習
を
行
い
、
有

　

事
の
際
に
初
期
消
火
に
協
力
し
て
も

　

ら
え
る
よ
う
な
協
定
を
結
ぶ
こ
と
は

　

で
き
な
い
か
。

Ａ　

講
習
を
含
め
、
消
火
協
力
が
可
能

か
ど
う
か
、
ま
た
協
定
締
結
に
関
し
て

も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

以
前
、
高
規
格
道
路
「
本
荘
大
曲

　

道
路
」
建
設
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た

　

が
、
そ
の
後
は
。

Ａ　

本
荘
か
ら
大
曲
ま
で
の
高
規
格
道

路
整
備
計
画
自
体
は
残
っ
て
い
る
も
の

の
、
現
在
は
事
業
化
に
向
け
た
活
動
を

し
て
い
な
い
。

　

国
道
１
０
５
号
狭
あ
い
部
の
拡
幅
な

ど
を
県
に
引
き
続
き
要
望
し
て
い
る
。

「
大
内
農
村
環
境

  

改
善
セ
ン
タ
ー
」

１
月
17
日（
火
）・「
有
鄰
館
」

　

84
人
参
加

東
由
利

Ｑ　

大
簗
地
区
国
道
整
備
促
進
協
議
会

　

設
立
後
の
経
過
は
。

Ａ

昨
年
７
月
の
設
立
後
、
要
望
書
を

２
回
提
出
し
た
。
県
は
事
業
内
容
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
開
示
し
て
い
な
い
が
、

今
後
も
早
期
整
備
に
向
け
、
要
望
を
続

け
て
い
く
。

Ｑ
「
げ
ん
き
館
」
の
芝
が
荒
れ
て
き
て

お
り
、
改
善
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

平
成
27
年
に
人
工
芝
を
傷
め
な
い

程
度
の
転
圧
を
か
け
、
若
干
改
善
さ
れ

た
。

　

全
面
改
修
に
は
膨
大
な
経
費
が
か
か

る
た
め
、
他
の
改
善
策
を
検
討
中
で
あ

り
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

１
月
31
日（
火
）・「
シ
ー
ガ
ル
」

　

81
人
参
加

西　
目

Ｑ　

人
口
減
少
に
対
す
る
対
策
は
。

Ａ

日
本
全
国
が
直
面
し
て
い
る
こ
と

で
、
と
て
も
難
し
い
問
題
。
少
し
で
も

人
口
減
少
の
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
総
合
計
画
で
「
雇

用
の
創
出
」「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
環
境
の
創
造
」「
健
康
長
寿
社
会

の
形
成
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

再
生
」
の
４
つ
を
重
点
戦
略
に
掲
げ
、
子
育

て
対
策
や
雇
用
確
保
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　

西
目
高
校
と
由
利
工
業
高
校
が
統
合
す

　

る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
。

Ａ　

平
成
27
年
に
県
教
育
委
員
会
か
ら
高
校

の
再
編
計
画
案
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本

地
域
に
つ
い
て
は
具
体
案
は
出
さ
れ
て
い
な

い
。

　

西
目
高
校
の
農
業
を
は
じ
め
、
実
業
高
校

と
し
て
の
重
要
性
を
県
教
育
委
員
会
に
対
し

て
申
し
入
れ
し
て
い
る
。

１
月
26
日（
木
）・「
紫
水
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

76
人
参
加

鳥　
海

Ｑ　

防
火
用
水
路
に
汚
泥
が
溜
ま
っ
て
お
り
、

　

市
で
除
去
し
て
ほ
し
い
。
有
蓋
化
も
お
願

　

い
し
た
い
。

Ａ　

消
防
水
利
整
備
状
況
、
住
家
な
ど
の
密

集
度
や
緊
急
性
を
検
証
し
実
施
し
て
い
る
。

鳥
海
地
域
で
は
本
年
度
１
基
設
置
し
て
お
り
、

来
年
度
も
１
基
を
有
蓋
化
で
新
設
す
る
予
定
。

Ｑ　

鳥
海
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、
新
天
地
で
の

　

生
活
に
対
す
る
不
安
の
解
消
や
地
域
の
問

　

題
な
ど
を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
地
区
の
方
の
大
変
な
ご
苦

労
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
今
後
も
工
事
事

務
所
と
連
携
を
密
に
し
て
、
百
宅
地
区
の
皆

さ
ん
の
不
安
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

た

は
ん

皆さんの声に耳を傾け、今後の市政運営に反映できるよう
努力してまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
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１
月
23
日（
月
）・「
カ
ダ
ー
レ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

75
人
参
加

本　
荘

Ｑ　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
利
用
し
、
市
の

　

Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
。

Ａ　

今
年
は
全
国
規
模
の
大
会
が
市
内

で
多
く
開
催
さ
れ
る
。
本
市
を
売
り
込

む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
後

の
活
用
を
含
め
て
検
討
す
る
。

Ｑ　

４
月
か
ら
の
上
水
道
と
簡
易
水
道

　

の
統
合
に
伴
っ
て
、
水
道
料
金
は
値

　

上
が
ら
な
い
か
。

Ａ　

平
成
25
年
ま
で
に
上
水
道
と
簡
易

水
道
の
水
道
料
金
は
統
一
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
統
合
に
よ
る
水
道
料
金
の

値
上
が
り
な
ど
は
な
い
。

  

長
谷
部
市
長
が
地
域
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
が

  
１
月
17
日
〜
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
８
地
域
で
５
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

各
会
場
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
と
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

２
月
２
日（
木
）・「
日
新
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

75
人
参
加

矢　
島

Ｑ　

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
講
習
会
で

　

使
用
し
た
計
器
具
を
安
価
に
購
入
で

　

き
る
方
法
は
な
い
か
。

Ａ　

そ
の
器
具
は
活
動
量
を
集
計
・
分

析
で
き
る
も
の
で
、
個
人
販
売
は
さ
れ

て
い
な
い
。
市
で
は
国
の
助
成
を
受
け
、

１
２
０
台
保
有
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

市
の
モ
デ
ル
教
室
に
参
加
し
使
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

市
の
農
産
品
を
首
都
圏
で
販
売
促

　

進
し
て
い
く
と
聞
い
た
。
矢
島
地
域

　

の
農
畜
産
品
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の

　

を
想
定
し
て
い
る
か
。

Ａ　

協
定
を
結
ん
で
い
る
千
葉
県
の
京

１
月
27
日（
金
）・「
岩
城
会
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

48
人
参
加

岩　
城

Ｑ　

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」は
終
わ
っ

　

た
が
、
真
田
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
の

　

今
後
の
取
り
組
み
は
。

北
ス
ー
パ
ー
や
東
京
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
物

産
な
ど
で
は
ミ
ル
ジ
ー
の
乳
製
品
が
人

気
で
、
定
期
的
な
販
売
に
向
け
て
協
議

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
、
市
内
13
団
体
で
山
菜

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

鳥
海
山
麓
の
天
然
山
菜
を
首
都
圏
へ
出

荷
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。
本
市
に
は
、

良
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
農
産
品

に
付
加
価
値
を
つ
け
、
売
れ
る
産
品
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

岩城地域の「ふれあいトーク」で

８
地
域
の

皆
さ
ん
と

意
見
交
換

域
の

ん
と

交
換
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
と
は

  

万
が
一
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え

て
、
加
入
者
が
、
お
金
（
国
民
健

康
保
険
税
）
を
出
し
合
っ
て
医
療

費
な
ど
を
補
助
す
る
「
助
け
合
い

の
制
度
」
で
す
。
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
方
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
以
外
は
全
て
の
方
が
国
保

の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
の
治
療

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
傷
病
を
受
け
た
場
合

で
も
、
国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

治
療
費
は
加
害
者
が
支
払
う
も

の
で
す
が
、
一
時
的
に
国
保
が
立

て
替
え
払
い
を
し
、
後
か
ら
加
害

者
に
請
求
し
ま
す
。
示
談
の
前
に

必
ず
市
役
所
に
連
絡
し
、
事
故
証

明
書
、
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持
ち

の
上
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
使
用
の
制
限

　

病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
健
康
診

断
や
美
容
整
形
、
業
務
上
の
病
気

や
ケ
ガ
の
た
め
労
災
保
険
の
対
象

と
な
る
も
の
に
は
保
険
証
は
使
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
け
ん
か
や
泥
酔
、

故
意
・
犯
罪
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気

に
つ
い
て
は
給
付
の
制
限
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

70
〜
74
歳
の
方
の
医
療

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
70

歳
に
な
る
と
、
窓
口
で
の
負
担
割

合
を
記
載
し
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
（
対
象

の
方
に
市
が
送
付
し
ま
す
）

　

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
１
日
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら
、

受
診
の
際
は
「
高
齢
受
給
者
証
」

と
保
険
証
の
両
方
を
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
は

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
「
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ま
つ
り
（
市

観
光
協
会
主
催
）
が
２
月
18
日
、

南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村
特
設

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
車
体

験
で
は
、
子
ど
も
向
け
の
ほ
か

大
人
も
楽
し
め
る
よ
う
に
排
気

量
が
大
き
い
車
両
も
あ
り
、
老

若
男
女
問
わ
ず
、
雪
原
を
駆
け

抜
け
て
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
が
け
ん
引
す
る
バ
ナ
ナ
ボ

ー
ト
の
乗
車
体
験
で
は
、
乗
車

し
た
家
族
連
れ
な
ど
が
歓
声
を

上
げ
て
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
９
人
乗
り
の
モ

ー
ビ
ル
ト
レ
イ
ン
や
雪
の
滑
り

台
、
雪
中
宝
探
し
と
い
っ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
市
内

外
か
ら
集
ま
っ
た
来
場
者
が
雪

国
な
ら
で
は
の
遊
び
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
た
。

日
赤
秋
田
県
支
部
が　

災
害
救
援
車
両
な
ど
を
寄
贈

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ま
つ
り　

雪
原
を
風
切
っ
て
疾
走
！

　

日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部

（
佐
竹
敬
久
支
部
長
）
か
ら
こ

の
ほ
ど
、
災
害
救
援
車
両
１
台

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
４
台
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ

ン
ト
１
張
り
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
密
着
し
た

赤
十
字
活
動
の
推
進
と
周
知
、

地
域
福
祉
の
増
進
に
活
用
す
る

赤
十
字
災
害
救
護
資
器
材
配
置

事
業
の
一
環
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
災
害
救
援
車
両
を

岩
城
地
域
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
東
由

利
・
西
目
・
大
内
・
由
利
地
域

に
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
を
矢

島
地
域
に
配
備
す
る
予
定
で
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
雪
上

野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会
」
が
２

月
26
日
に
東
由
利
運
動
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
大

会
に
は
小
学
生
の
部
に
６
チ
ー

ム
、
一
般
の
部
に
11
チ
ー
ム
が

参
加
。
黄
色
い
硬
式
用
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
、
必

ず
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
で

進
塁
す
る
こ
と
な
ど
、
雪
上
野

球
な
ら
で
は
の
ル
ー
ル
の
下
で

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
雪
が
少
な

か
っ
た
も
の
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
90
㌢
ほ
ど
の
積
雪
が
あ
り
、

雪
に
足
を
と
ら
れ
て
長
靴
が
脱

げ
た
ま
ま
走
っ
た
り
、
雪
に
埋

も
れ
て
し
ま
っ
た
打
球
を
必
死

に
探
し
回
っ
た
り
す
る
選
手
の

姿
に
大
き
な
笑
い
が
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

由
利
」
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し

た
由
利
高
校
の
野
球
部
員
た
ち

は
「
普
通
の
野
球
よ
り
脚
に
き

て
き
つ
い
け
ど
、
思
う
よ
う
に

な
ら
な
い
分
燃
え
る
。
最
高
に

楽
し
い
で
す
」
と
汗
と
笑
顔
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会　

白
銀
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

  

地
元
産
品
の
販
路
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
て　

「
地
方
創
生
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結

　

市
と
㈱
協
和
（
東
京
都
多
摩

市
）
な
ら
び
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
物

産
㈱
（
東
京
都
港
区
）
が
２
月

18
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

「
地
方
創
生
包
括
連
携
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
本
市
の
農
産
物

や
特
産
品
、
加
工
品
な
ど
の
販

路
拡
大
と
情
報
発
信
、
６
次
産

業
化
の
推
進
な
ど
を
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た

協
定
を
通
じ
て
、
由
利
本
荘
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

岩城地域に配備される災害救援車
協定書を手にする（前列左から）畑山敏也協和社長、長谷部市長、
ナショナル物産社長代理・小坂恵一東北新社常務執行役員
立会人を務めた（後列左から）畠山勝一JA秋田しんせい組合長、
村岡淑郎市商工会長、鈴木和夫市議会議長、小野副市長

お知らせします
国民健康保険

問い合わせ先　市民課　国保年金班
☎ ２４―６２４５

お知らせします　国民健康保険

◆国保に加入するとき
　職場の健康保険をやめたときや、職場の健康保険
の被扶養者から外れたとき
〈手続きに必要なもの〉
・健康保険資格喪失証明書（職場などで発行）

◆国保を脱退するとき
　職場の健康保険に入ったときや、職場の健康保険
の被扶養者になったとき
〈手続きに必要なもの〉
・職場の健康保険証または健康保険資格取得証明書
・国保の保険証

◆その他の届け出と手続きに必要なもの
①住所、氏名、世帯主が変わったとき〈→保険証〉
②修学のため、別に住所を定めるとき
〈→保険証、在学証明書〉
③保険証をなくした、汚れて使えない など
〈→破損・汚損した保険証〉

☆国保に関する手続きにはマイナンバー
の記入が必要です
　届け出などは世帯主が行うこととなっ
ていますので、世帯主と申請の対象とな
る方の両方のマイナンバーが必要です。
（手続きによっては申請の対象の方のみ）

☆本人確認にご協力ください
　交付の際は本人確認のため、運転免
許証や個人番号カードなど、官公署発
行の顔写真付き身分証明書を提示して
ください。本人確認ができない場合に
は、保険証を自宅に送付します。

国保の「加入・脱退」
は窓口での手続き
が必要です

次のような場合は、
14日以内に届けま
しょう。会社などでは
手続きを行いません。
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医
療
機
関
で
か
か
っ
た
医
療
費

の
自
己
負
担
額
は
、
月
額
で
限
度

額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
限
度

額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
超
え
た
分
が
高
額

療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
、
慢
性
疾

患
の
治
療
費
が
か
さ
む
場
合
な
ど

に
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

お知らせします　国民健康保険 お知らせします　国民健康保険

医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

高
額
療
養
費
制
度

　

高
額
な
外
来
診
療
の
受
診

や
入
院
の
場
合
に
は
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
は
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
）
を
医
療
機
関
窓
口
で

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
の
被
保
険
者
証
を
持

参
の
上
、
市
民
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
で
交
付
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
〜
74
歳
の
方
で

住
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
の

方
は
、
高
齢
受
給
者
証
の
負

担
割
合
に
よ
り
自
己
負
担
限

度
額
が
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
、
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
方
全
員
が
１
年
間
（
毎
年
８
月
〜

翌
年
７
月
末
）
に
支
払
っ
た
医
療
費
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
を
合
計

し
、
自
己
負
担
限
度
額（
表
）を
超
え
た
場

合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
が
あ
り
ま
す

〈70～74歳の方〉

〈70歳未満の方〉

「70歳未満の方」の自己負担額限度（月額）

「70～74歳の方」の自己負担額限度（月額）

※合算対象基準額（レセプト単位で自己負担額が21,000円）以上の
医療費の合算額で計算されます。

※区分「Ⅳ」および「Ⅲ」の方は、保険証と高齢受給者証の提示
で自己負担限度額が適用されますので、限度額適用認定証は発行
されません。

※平成27年７月以前の自己負担限度額は
　お問い合わせください

対象者

区　　分

区　　分

限度額

限度額

70歳未満の方
病院・薬局などで事前の手続き

【表】自己負担限度額

①高額療養費に該当する場合には、
市民課から世帯主宛てに通知（診
療月の２カ月後以降）します
②通知書と国保の被保険者証、医
療費の領収書、世帯主の通帳・印
鑑を持参の上、市民課または各総
合支所市民福祉課で申請してくだ
さい
※申請書には、世帯主と療養を受
けた方全員のマイナンバーの記載
が必要です
③市民課から支給決定通知書が送
付され、指定口座へ高額療養費が
振り込まれます

用語の説明
●旧ただし書き所得･･･基礎控除
後の総所得金額
●多数該当･･･過去12カ月間に高
額療養費の支給が４回以上あった
場合の自己負担限度額
●レセプト単位･･･個人ごと、病
院ごと（入院と外来、医科と歯科
は別扱い）

■申請手続きの留意点

■申請の方法

「
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
」
対

象
の
方
へ
４
月
末
頃
に
受
診
券
を

発
送
し
ま
す

　
「
特
定
健
診
」
は
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
有
効
な
健
診
で
す
。
年

度
に
一
度
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

受
診
券
（
さ
く
ら
色
）
と
一
緒
に

お
送
り
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
保
加
入
の
手
続
き
を

し
、
受
診
券
が
届
く
前
に
集
団
健

診
な
ど
を
受
診
す
る
予
定
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
前
も
っ
て
国
保
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金

申
請
の
締
め
切
り
が
間
近
で
す

　

28
年
度
内
に
受
診
を
し
た
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
金
申
請
は
平
成
29

年
４
月
28
日
で
締
め
切
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

休
日
や
夜
間
に
、
軽
症
の
患
者

さ
ん
が
救
急
外
来
を
受
診
す
る
ケ

ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
必
要

な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
医
療
費
を

抑
え
る
た
め
に
、
適
正
な
受
診
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
休
日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と

す
る
時
に
は
、
平
日
の
時
間
内
に

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま

ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ

う
。
医
療
費
を
増
や
す
ば
か
り
で

な
く
、
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に

よ
り
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を

与
え
て
し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ

り
ま
す
。

▼
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能

を
持
つ
医
薬
品
で
、
費
用
が
安
く

済
み
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
国
保
税
を

納
め
な
い
で
い
る
と
、
督
促
状
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
納
税

相
談
や
指
導
が
行
わ
れ
て
も
な
お

滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期
限
の
短

い
短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
税
相
談
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
や
、
特
別
の
事

情
も
な
く
国
保
税
を
滞
納
し
て
い

る
場
合
に
は
、
保
険
証
を
返
還
し

て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
の
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
示
す
証

明
書
で
、
保
険
証
の
よ
う
に
医
療

機
関
で
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
医
療
費
を
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
の

健
康
診
断
は…

医
療
機
関
や
薬
局
で
の
適
正
な

受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

国
保
税
の
『
滞
納
』
に
ご
注
意

●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
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　臓器提供の意思表示をしたい
方は、保険証裏面の意思表示欄
に記入することで意思を表すこ
とができます。ご活用ください。

臓器提供の意思表示をしたい方は

「限度額適用認
定証」を窓口に
提示してくださ
い

「高齢受給者
証」を窓口に提
示してください

「限度額適用
認定証」の交
付を申請して
ください

申請の必要
はありませ
ん

70～74歳の住
民税非課税世
帯以外の方

70～74歳の住
民税非課税世
帯の方

高齢受給者証の負担割合が「３割」と
なっている方
①・③・④以外の方
世帯員全員が住民税非課税の方
③のうち、世帯員全員の所得が一定以
下（年金収入が80万円以下など）の方

①

②
③
④

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

67万円

56万円
31万円
19万円

212万円
H27.8～

141万円

多数該当３回目まで所得区分

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

901万円超える 252,600円＋（総医療費
－842,000円）× 1％

167,400円＋（総医療費
－558,000円）× 1％

81,000円＋（総医療費
－267,000円）× 1％

600万円～
901万円以下

210万円～
600万円以下

現役並み所得者
（課税所得145
万円以上）

低所得Ⅰ（住民
税非課税で所得
が一定以下）

一般（課税所得
145万円未満）

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×1％

低所得Ⅱ
（住民税非課税）

210万円以下 57,600円
35,400円住民税非課税

旧
た
だ
し
書
き
所
得

67万円

60万円
34万円

901万円超
600万円～
900万円以下

210万円～
600万円以下

旧ただし書き
所得の世帯合計

210万円以下
世帯員全員が住民税非課税

44,400円

44,400円

44,400円

12,000円

8,000円

8,000円

44,400円

３回目まで 多数該当

44,400円

24,600円

15,000円

93,000円

140,100円

24,600円

　斎藤さんは昭和23年の奉職以来、41年間にわ
たり教鞭を執られ、小川小学校長、直根中学校
長、子吉小学校長を歴任されました。在職中は
児童生徒の読書力の向上に努められるなど、学
校教育の発展に貢献されました。

「自分よりも教え子たちが受章を喜んでくれてうれしく思
っています。お世話になったたくさんの人たちのおかげで
受章できたものと深く感謝しています」と話す斎藤さん

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章　
教
育
功
労

斎 藤　司 郎さん
　　　（88歳・東梵天）

　本荘高校卒業。昭和50年、
旧由利町役場に入庁。市由利総
合支所産業課参事、商工観光部
観光文化振興課長などを歴任。
平成28年３月まで市ガス水道
局長。

　

２
月
16
日
に
招
集
さ
れ
た

第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、

監
査
委
員
に
鈴
木
祐
悦
さ
ん

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
、
同
日
付
け
で
就

任
し
ま
し
た
。

新
監
査
委
員
に

鈴
木
さ
ん

鈴 木　祐 悦さん
（61歳・町村・新任）

　現在ご利用いただいている「コミュニティーバス無料
利用者証」は平成29年３月31日で有効期限が満了しま
す。更新、または新たに交付を希望される方は、交付対
象者であることを証明できる書類（身体障害者手帳・療
育手帳・介護保険被保険者証などの各種手帳、生活保護
受給者証明書など）と印鑑をお持ちの上、地域振興課も
しくは各総合支所振興課へ申請してください。
問 …地域振興課　☎２４―６３７８、各総合支所振興課

「コミュニティーバス無料利用者証」の
　更新時期です　交付申請をお忘れなく！

　毎年8月～翌年7月末までの間に次に該当
する方は、転居前の市町村や、以前加入してい
た医療保険の窓口で、「自己負担額証明書」の
交付申請が必要となる場合があります。
・他の市町村から転居した方
・他の医療保険から国保に移られた方
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今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、
平

成
11
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

知
事
選
挙
に
お
い
て
は
平
成
28
年
12
月
22
日

以
前
か
ら
、
市
長
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

に
お
い
て
は
本
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
本
市
に
お
住
ま
い
に
な
り
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

知事選挙啓発標語

　

知
事
選
挙
・
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
が
同
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
三

つ
の
選
挙
を
通
し
て
一
枚
の
入
場
券
と
な
り

ま
す
。
知
事
選
挙
の
告
示
日
ま
で
に
間
に
合

う
よ
う
に
、
今
月
16
日
頃
か
ら
順
次
各
家
庭

に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

「
期
日
前
投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
15
カ
所
の
施
設
（
下
の
表
）
で
行
い
ま
す
。

投
票
で
き
る
施
設
と
日
時
を
ご
確
認
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、３
月
24
日（
金
）か
ら
４
月
２
日（
日
）

ま
で
は
知
事
選
挙
の
期
日
前
投
票
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
三
つ
の
選
挙
を
同
時
に
期
日
前

投
票
し
た
い
方
は
、
４
月
３
日
（
月
）
以
降

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※

入
場
券
が
お
手
元
に
届
く
前
、
ま
た
紛

　

失
し
た
り
忘
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
投

　

票
が
で
き
ま
す
。

　

選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
の
２
日
前
ま
で

に
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
候
補
者
の
政

見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
投
票
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

体
に
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど
で
、

「
郵
便
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
た
方
は
、

自
宅
な
ど
で
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
期
限

は
、
４
月
５
日（
水
）で
す
が
、
手
続
き
す
べ

て
を
郵
便
で
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

開
票
作
業
は
、
投
票
日
当
日
（
９
日
）
午

後
８
時
45
分
か
ら
市
総
合
体
育
館
（
岩
谷
町
）

で
行
い
ま
す
。
観
覧
は
自
由
で
す
が
、
席
数

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

まず行こう　その行動が秋田力
投票日

■ ■ 期日前投票所
     施　設　名　（場所など）　　　投票できる時間帯　　　　　設  置  期  間

本荘由利広域行政センター 　　　   午前8時30分　　　　
　　　　　　　　　（市役所隣）　　　　　～午後８時　　 

イオンスーパーセンター本荘店　  午前９時　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ～午後７時

各総合支所（大内地域を除く）　    　　午前8時30分
大内保健センター　　　　　　　　　   ～午後６時

亀田、下川大内、上川大内、　　  午前8時30分　　  　　４月３日（月）～８日（土）
直根、笹子の各出張所　　　　　　　  ～午後５時

秋田県立大学本荘キャンパス　   午前９時～午後５時　　４月７日（金）※この日限り

県知事選挙は

３月２４日（金）
　　　～４月８日（土）

市長選挙・市議補欠選挙は

４月３日（月）
　　　～４月８日（土）

※県立大学本荘キャンパスの期日前投票所は、春休み中につき、７日だけ開設

　

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
施
設
に
入
っ
て

い
る
方
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
病
院
ま
た
は
施
設
で
不
在
者

投
票
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
に
住
所
が
あ
り
、
仕
事
な
ど
の

た
め
、
遠
く
に
お
住
ま
い
の
方
も
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。　

投
票
用
紙
請
求
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

！ ！！

知事
市長
   市 議 補 欠

選挙

問い合わせ先

市選挙管理委員会
☎ 24－６３９０

または各総合支所振興課

問 合わせ先

まちづくりの針路を描く選挙です。
あなたの意思を貴重なその一票に託し、
棄権のない明るい選挙にしましょう。

４９月 日 日

県
知
事
選
挙
に
併
せ
、
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
４
月
９
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。

　

投
票
所
の
開
閉
時
刻
は
各
投
票
区
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
「
投
票
所
名
・

投
票
時
間
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
確
認
の
上
、
入
場
券
を
お
持
ち
に

な
っ
て
指
定
の
投
票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※

入
場
券
を
紛
失
し
た
り
忘
れ
た
り
し
た

　
　

場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

な
お
、
投
票
日
の
３
日
前
に
な
っ
て

も
届
か
な
い
時
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

本
荘
店
で
の
投
票
は
、
曜
日
に

よ
っ
て
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
、
特
に
土
曜
日
は
混
み
合
う

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
曜
日

や
時
間
帯
を
ず
ら
す
か
、
他
の

投
票
所
で
の
投
票
な
ど
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

お
願
い

明るい選挙イメージキャラクター
なまはげめいすいくん
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市 政 情 報

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

進
学
・
就
職
な
ど
で
新
生
活
を
始
め
る
皆
さ
ん
へ
―

市政情報

　

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
、
新
し

い
場
所
で
の
生
活
に
心
浮
き
立
つ

春
で
す
が
、
悪
質
商
法
や
詐
欺
に

遭
っ
て
し
ま
う
き
っ
か
け
は
、
常

に
身
近
に
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

①
架
空
請
求
・
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

サ
イ
ト
閲
覧
中
に
何
気
な
く
ク

リ
ッ
ク
し
た
ら
、
登
録
完
了
な
ど

と
表
示
さ
れ
、
高
額
な
料
金
が
請

求
さ
れ
る
。

↓
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
応
じ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
い
合

わ
せ
先
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
商
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
簡
単
・

高
収
入
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
宣
伝
し
、

登
録
料
な
ど
を
騙
し
取
ろ
う
と
す

る
商
法　

↓
努
力
を
せ
ず
お
金
が
儲
か
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う
ま

い
話
を
安
易
に
信
用
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

③
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　

街
中
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

な
ど
と
呼
び
止
め
て
、
高
額
な
契

約
を
結
ば
せ
る
商
法

↓
路
上
な
ど
で
安
易
に
個
人
情
報

を
教
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
し
つ

こ
く
勧
誘
さ
れ
て
も
は
っ
き
り
と

断
り
ま
し
ょ
う
。

④
マ
ル
チ
商
法

　

会
員
に
な
っ
て
商
品
を
販
売
す

れ
ば
、
紹
介
料
が
も
ら
え
る
と
誘

う
商
法

↓
販
売
す
る
商
品
を
購
入
す
る
た

め
の
ロ
ー
ン
を
組
ま
さ
れ
た
り
し

ま
す
。
友
達
や
先
輩
か
ら
の
「
簡

単
・
儲
か
る
」
の
言
葉
に
惑
わ
さ

れ
な
い
で
、
あ
や
し
い
と
感
じ
た

ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

◇
こ
の
他
に
も
、
デ
ー
ト
商
法
や

サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
な
ど
、
悪
質

業
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
騙

そ
う
と
近
づ
い
て
き
ま
す
。

　

少
し
で
も
心
配
な
こ
と
が
あ
っ

た
ら
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
早
め

に
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
相
談
事
例

や
注
意
す
べ
き
こ
と
が
多
数
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

相
談
先…

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

※

局
番
無
し
の
☎
１
８
８
に
電
話

を
か
け
る
と
、
最
寄
り
の
相
談
窓

口
を
ご
案
内
し
ま
す
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
の

利
用
は
計
画
的
に
！

利
用
す
る
際
の
注
意
点

①
利
用
金
額
は
支
払
期
日
に
確
実

に
返
済
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

滞
納
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

②
他
人
に
は
絶
対
カ
ー
ド
を
貸
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
紛
失
盗
難
に

も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

③
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ（
現
金
借
入
）は
、

当
日
か
ら
利
息
が
発
生
し
、
借
り

た
金
額
よ
り
も
多
額
の
お
金
を
返

済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安

易
な
借
り
入
れ
は
禁
物
で
す
。

◇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
返
済
方

法
に
は
一
括
払
い
、
分
割
払
い
、

リ
ボ
払
い
（
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払

い
）
と
あ
り
ま
す
が
、
分
割
払
い

や
リ
ボ
払
い
に
は
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

　

特
に
リ
ボ
払
い
は
内
容
を
理
解

せ
ず
選
択
し
て
し
ま
う
人
が
い
る

よ
う
で
す
。
支
払
残
高
を
考
え
ず

に
利
用
し
て
い
る
と
手
数
料
の
負

担
も
大
き
く
な
り
、
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
返
済
が
終
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

内
容
を
よ
く
理
解
し
、
正
し
く

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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市
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
公
募
委
員
」
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施

策
の
進
捗
状
況
と
推
進
に
つ
い
て

ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
行
う
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
公
募
委

員
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。
来

年
度
は
年
２
回
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人

任
期　

２
年
（
４
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
）

報
酬　

１
回
に
つ
き
６
５
０
０
円

と
交
通
費
を
お
支
払
い
し
ま
す

応
募
資
格　

市
内
に
居
住
し
、
次

の
①
〜
③
の
子
ど
も
と
同
居
す
る

保
護
者
で
会
議
に
出
席
可
能
な
方

（
会
議
当
日
は
託
児
を
し
ま
す
）

①
市
内
の
幼
稚
園
、
ま
た
は
認
定

　

こ
ど
も
園
に
就
園
し
て
い
る
子

　

ど
も

②
市
内
の
認
可
・
認
可
外
保
育
所

　

に
就
園
し
て
い
る
子
ど
も

③
①
・
②
の
い
ず
れ
に
も
就
園
し

　

て
い
な
い
未
就
学
の
子
ど
も

応
募
方
法　

市
役
所
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限　

３
月
24
日
㈮

※

応
募
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
１
９

市政情報

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す

　

本
市
に
住
所
を
有
し
、
小
・
中

学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
で
、
経
済
的
な
理
由
で
お
困

り
の
人
に
対
し
て
学
用
品
費
・
給

食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

世
帯
員
全
員
の
所
得
額
、

ま
た
は
収
入
額
が
「
認
定
基
準

額
」
以
下
の
人
（
認
定
基
準
額
は

各
世
帯
の
構
成
員
数
や
年
齢
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

申
請
方
法　

学
校
教
育
課
、
各
地

域
の
教
育
学
習
課
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要
書
類

と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
時
期　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

４
月
か
ら
新
た
に
小
学
校
お
よ
び

中
学
校
へ
入
学
予
定
の
児
童
生
徒

の
場
合
は
、
４
月
21
日
㈮
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

す
で
に
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
方
の
申
請
は
不
要
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

☎
32―

１
３
３
０

ま
た
は
各
地
域
教
育
学
習
課
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　人事院では、次の通り国家公務員の採用試験を行います。申し
込み方法や受験者資格など詳しくは、人事院ホームページをご覧
いただくか、または問い合わせください。

○そのほかの国家公務員採用試験
　申し込み方法や受験者資格など詳しくは、人事院ホームページを
ご覧いただくか、それぞれの問い合わせ先にお問い合わせください。

問 …人事院東北事務局　第二課　試験係　☎０２２―２２１―２０２２

問 …①仙台国税局人事第二課試験研修係　☎０２２―２６３―１１１１
　　②秋田労働局総務部総務課人事係　　☎０１８―８６２―６６８１

「国家公務員採用試験」受験者を募集

一般職試験（大卒程度）

一般職試験（高卒者）

試験名 第１次試験日

総合職試験
（院卒者・大卒程度）

申し込み受け付け期間
（インターネット）

試験名 第１次試験日申し込み受け付け期間
（インターネット）

３月31日㈮９時～
４月10日㈪（受信有効）
４月７日㈮９時～
19日㈬（受信有効）
６月19日㈪９時～
28日㈬（受信有効）

４月30日㈰

①国税専門官採用試験
（大学卒業程度）
②労働基準監督官採用試験
労働基準監督 A・B

３月31日㈮９時～
４月12日㈬（受信有効） ６月11日㈰

６月18日㈰

９月３日㈰

　今回は、水と文化の深いかかわりについて紹介し
ましょう。
　水は、私たちにとって不可欠な資源です。私たち
は、水が無ければ、生物として生きていくことがで
きないだけでなくヒトして社会生活を営むこともで
きないことから、古くから水とさまざまにかかわっ
てきました。一方、水の在り方は地域によって多様
であり、水の少ない地域もあれば、洪水が繰り返し
発生する地域もあります。このような地域の水の在
り方が、私たちの水に対する概念や認識を決定づけ、
私たちの日常生活から信仰までの様々な行動様式・
社会様式に影響します。このため水とのかかわり方
は、文化の基盤の一つと考えることができます。国
土庁は1999年に、人々が水を上手に活用し、また水
を制する中で、長い時間をかけて生み出されてきた
有形・無形の文化や伝統を「水文化」とし、各地域
は、それぞれ個性的な水文化を有するとしています。
水文化には、祭事や信仰、伝統工芸、水車や堰など
の施設などのほか、水にかかわる生活様式や子ども
の水遊びも含まれます。
　鳥海山地域や飛島で
も、多様な水文化をみ
ることができます。例
えば、遊佐町にある丸
池様のように水域を信
仰の対象にしたり、由
利本荘市東由利のボツ
メキのように湧水を生
活用水に用いたり、にかほ市上郷の温水路や遊佐町
の神泉（かみこ）の水のような水舟を設けたり、農
業や発電、水産業に利用したりしています。皆さん
が暮らす地域に、どのような水文化が培われてきた
かを見直すことで、地域への理解とともに愛着を深
めることができるでしょう。

鳥海山･飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる水と命の循環」

【第27回】

秋田大学教育学部

林　武司 教授

「水と文化のかかわり」

Mt.Chokai＆Tobishima Island Geopark

鳥海山・飛島ジオパーク

ボツメキ湧水

　

４
月
１
日
か
ら
、
ボ
タ
ン
電
池

と
充
電
式
乾
電
池
が
ゴ
ミ
回
収
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

乾
電
池
の
収
集
日
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
（
中
の
見
え
る
も
の
）
に

入
れ
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電

池
の
種
類
は
混
在
し
て
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
発
火
事
故
な

ど
の
防
止
の
た
め
電
極
部
分
に
セ

ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
絶
縁
し

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市政情報

ゴ
ミ
分
別
ル
ー
ル
を
一
部
改
正

「
ボ
タ
ン
電
池
・
充
電
式
乾
電
池
」
回
収
対
象
に

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
３

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
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■ 「公共職業訓練」訓練生募集
◇訓練科・定員…金属加工
技術科（15人）、住宅リフォー
ム科（15人）　◇訓練期間
…５月９日㈫～10月30日
㈪　９時20分～15時40分
◇会場…ポリテクセンター
秋田　◇対象…ハローワー
クに求職申し込みをし、技
術・技能を身につけ再就職
を希望する方　◇受講料…
無料（テキスト代金別途）
◇申込…３月24日㈮までに、
お近くのハローワーク
問 …ポリテクセンター秋田
　☎０１８―８７３―３１７８

■ 「岩城少年自然の家」オー
　プンデー
◇日時…３月18日㈯、19日
㈰　10時～15時　◇会場…
岩城少年自然の家　◇内容
…自然物で工作、体育館開
放（要内履き）、木工体験（10
時半～11時半・先着20人・
参加料無料）
問 …岩城少年自然の家
　☎７４―２０１１

■ 「混成合奏団れじぇんどる」
　第２回単独コンサート
◇日時…３月19日㈰　14時
～（13時半開場）　◇会場
…仁賀保勤労青少年ホーム
　音楽ホール　◇入場料…
無料
問 …事務局　鈴木さん
　☎０９０―４０４４―８４
６０

■ 「ＪＩＣＡボランティア」
　2017年度春募集
◇募集期間…３月31日㈮
～５月10日㈬　◇応募資格
…日本国籍を持つ次の方
（青年海外協力隊＝20歳
～39歳、シニア海外ボラン
ティア＝40歳～ 69歳）
【体験談＆説明会】
◇日時…４月15日㈯　10時
～正午　◇会場…にぎわい
交流館ＡＵ（秋田市・エリ
アなかいち内）
資料請求  問 …ＪＩＣＡ東北
　☎０２２―２２３―４７７２

■由利本荘市歩こう会　各種催し
 【市民健康スノートレッキング】
◇日時…３月18日㈯　10時
～　◇集合場所…鳥海高原
南由利原スノーモビルラン
ド　※鶴舞会館裏・本荘公
園第一駐車場から現地まで
送迎も可（９時集合）　◇内
容…スノーモービルの乗車
ほか、南由利原を歩きます
◇参加料…２０００円（スノー
シュー、 昼食、 保険料など
◇持ち物…寒くない服装、
トレッキングシューズなど
◇申込期限…３月16日㈭
 【市民健康ウオーキング教室】
◇日時…３月19日㈰　13時
半～　◇会場…カダーレギャ
ラリー　◇内容…ウオーキ
ング全般の理論と実技指導
　◇参加料…無料　◇持ち
物…室内用の靴、運動でき
る服装
 【鳥海法体の滝スノートレッキング】
◇日時…３月25日㈯　10時
～　◇集合場所…鳥海百宅
浄水場（弘法平前）　※鶴舞
会館裏・本荘公園第一駐車
場から現地まで送迎も可
（８時半集合）　◇内容…
弘法平～法体の滝をスノー
シューで歩行。鳥海荘での
入浴・昼食（自己負担あり）
　◇参加料…１０００円（保
険料、交通費）　◇持ち物…
寒くない服装、トレッキン
グシューズなど　◇申込期
限…３月20日㈪
申込  問 …由利本荘市歩こ
う会　冨樫さん　☎０９０
―２２７９―４５２１

■ふるさとの民謡おどり教室
　受講者募集
◇日時…通常毎月第１・２
・４木曜日　９時半～11時
半（ただし４月は13日・20
日・27日の木曜日）　◇会場
…鶴舞会館　講堂　◇内容
…秋田おはら節、ぼけない
音頭など民謡輪踊り　◇会
費…月１０００円
申込  問 …本荘民謡踊り同
好会　藤原さん　☎２３―
３４０３

高
校
生
に
も
読
ん
で
ほ
し
い
海
の
安
全
保
障
の
授
業

感
染
症
医
が
教
え
る
性
の
話

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
に
な
る
に
は

１
０
１
人
が
選
ぶ
「
と
っ
て
お
き
の
言
葉
」

理
系
大
学
生
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

い
と
し
の
ム
ー
コ
（
10
）

佐
藤　

正
久

岩
田　

健
太
郎

宇
田
川　

廣
美

河
出
書
房
新
社

原
田　

淳

み
ず
し
な　

孝
之

な
り
た
い
!
わ
く
わ
く
!
お
し
ご
と
ず
か
ん

将
棋
教
室

お
む
か
え
パ
パ

に
げ
た
エ
ビ
フ
ラ
イ

こ
ね
こ
い
っ
ぱ
い
め
ち
ゃ
カ
ワ
め
い
ろ
ブ
ッ
ク

は
る
が
き
た

白
岩　

等

橋
本　

崇
載

ナ
デ
ィ
ー
ヌ
・
ブ
ラ
ン
コ
ム

村
上　

し
い
こ

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所

ロ
イ
ス
・
レ
ン
ス
キ
ー

　全国との医療費格差の拡大などから、４月納付分から健康保険料率が10.16％
（現行10.11％）に引き上げとなります。また、40歳～64歳までの方に対する介
護保険料率は全国一律1.65％（現行1.58％）へ引き上げとなります。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

６
２
９
１

 「
子
吉
川
水
系
鳥
海
ダ
ム
建
設
事
業

環
境
影
響
評
価
準
備
書
」・「
同
要
約

書
」
の
縦
覧
と
説
明
会

　

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
手
続

き
を
実
施
し
て
い
る
秋
田
県
由
利
本

荘
市
鳥
海
町
百
宅
地
区
を
事
業
実
施

区
域
と
す
る
「
鳥
海
ダ
ム
建
設
事

業
」
に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書

お
よ
び
同
要
約
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

ま
た
、
縦
覧
す
る
準
備
書
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

縦
覧
場
所　

総
合
政
策
課
、
各
総
合

　

支
所
振
興
課
、
由
利
地
域
振
興
局

　

福
祉
環
境
部
（
由
利
本
荘
保
健
所
）、

　

鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
、
秋
田
河

　

川
国
道
事
務
所
子
吉
川
出
張
所

※
 「

準
備
書
・
同
要
約
書
」
は
、
本

　

市
、
秋
田
県
、
秋
田
河
川
国
道
事

　

務
所
、
鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
縦
覧
で
き

　

ま
す
。

縦
覧
期
間
・
時
間　

３
月
17
日
㈮
〜

　

４
月
17
日
㈪　

８
時
半
〜
17
時
15

　

分
（
土
日
祝
日
除
く
）

意
見
書
の
提
出
方
法　

準
備
書
お
よ

　

び
同
要
約
書
に
つ
い
て
環
境
の
保

　

全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
お
持
ち

　

の
方
は
、
書
面
に
住
所
・
氏
名
・

　

準
備
書
の
名
称
・
意
見
（
理
由
含

　

む
）
を
記
入
の
う
え
、
縦
覧
場
所

　

に
備
え
付
け
の
意
見
書
箱
に
入
れ

　

て
い
た
だ
く
か
、
５
月
１
日
㈪
ま

　

で
に
、問
い
合
わ
せ
先
に
郵
送（
当

　

日
消
印
有
効
）、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

　

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

説
明
会
の
会
場
・
日
時

 【
鳥
海
】　

紫
水
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　

３
月
23
日
㈭　

19
時
〜
20
時
半

 【
本
荘
】
ア
ク
ア
パ
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

　

３
月
26
日
㈰　

18
時
〜
19
時
半

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
東
北

　

地
方
整
備
局　

鳥
海
ダ
ム
工
事
事

　

務
所　

工
務
課
（
〒
０
１
５―

０

　

０
７
４　

由
利
本
荘
市
桜
小
路
32

　

番
地
１
）　

☎
23―

５
１
２
０
、 

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23―

５
４
５
１
、
メ
ー
ル

　

ア
ド
レ
ス
・thr-chokai01@

m
lit.

　

go.jp

　３月の水曜日と木曜日は、午後７時まで夜間相談窓口を
開設し、市税・国保税の納付を受け付けます。
　また、病気や離職などやむを得ない事情で税金を納付で
きないなどの場合もご相談ください。
開設場所　市役所収納課
開設期日　15日、16日、22日、23日、29日、30日
問い合わせ先　収納課　☎２４―６２５６

◆  「夜間相談窓口」のご活用を

協会けんぽの保険料率が変わります
問 …全国健康保険協会（協会けんぽ）秋田支部　☎０１８―８８３―１８４１

平
成
29
年
度
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

  「
鳳
山
学
園
」
受
講
者
募
集

　

年
間
を
通
し
て
健
康
や
福
祉
、
歴

史
や
文
化
、
そ
の
他
幅
広
い
分
野
に

つ
い
て
学
習
し
な
が
ら
、
仲
間
の
輪

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
〜
平
成
30
年
３
月
（
毎

　

月
第
３
木
曜
日　

10
時
〜
正
午
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

対
象　

60
歳
以
上
の
方

受
講
料　

２
千
円

申
し
込
み
方
法　

３
月
16
日
㈭
〜
４

　

月
４
日
㈫
ま
で
、
中
央
公
民
館
窓

　

口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

　

し
、
年
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央

　

公
民
館　

☎
22―

０
９
０
０

 「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

日
時　

４
月
４
日
㈫　

10
時
〜
15
時

会
場　

矢
島
福
祉
会
館
、
直
根
公
民
館

相
談
内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、
名
誉
、

　

信
用
な
ど
）、
困
り
ご
と
（
土
地
、

　

建
物
の
権
利
・
登
記
、
家
族
、
不

　

動
産
の
賃
貸
借
）、
子
ど
も
の
人
権

　
（
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支
局

　

☎
22―

１
２
０
０

 「 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

内
容　

子
吉
川
に
関
す
る
情
報
提
供

　
（
不
法
投
棄
、
河
川
へ
の
地
域
要
望

　

な
ど
）

活
動
範
囲　

子
吉
川
河
口
〜
新
二
十

　

六
木
橋

定
員　

１
人
（
多
数
時
、
選
考
あ
り
）

応
募
資
格　

本
市
在
住
で
、
子
吉
川

　

と
多
く
接
す
る
、
河
川
愛
護
に
関

　

心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
健
康
な

　

方
報
酬
月
額　

４
５
０
０
円
程
度

任
期　

７
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
に

　

日
常
で
の
子
吉
川
と
の
関
わ
り
を

　

記
述
し
た
も
の
を
添
え
て
郵
送
、
ま

　

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い　

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

４
月
14
日

　

㈮
ま
で
、
国
土
交
通
省　

秋
田
河

　

川
国
道
事
務
所　

河
川
管
理
課　

　

☎
０
１
８―

８
６
４―

２
２
９
０

南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村
「
キ
ャ
ン
プ

場
」
予
約
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　

３
月
20
日
㈪
か
ら
、
青
少
年
旅
行

村
キ
ャ
ン
プ
場
と
由
利
高
原
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
受
付
を
開
始
し
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ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

○
青
少
年
旅
行
村
キ
ャ
ン
プ
場

　

４
月
22
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈮

○
由
利
高
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

５
月
１
日
㈪
〜
９
月
24
日
㈰

　

 （
７
・
８
月
は
毎
日
営
業
。
そ
れ
以

　

外
は
、
金
・
土
・
日
・
祝
日
営
業
）

予
約
受
け
付
け
時
間　

９
時
〜
16
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

青
少

　

年
旅
行
村
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ　

☎

　

53―

２
１
２
６

転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
で
き
る

 「
休
日
等
臨
時
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す

　

年
度
末
・
年
度
初
め
は
、
住
所
変

更
な
ど
の
手
続
き
が
増
え
、
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

住
民
異
動
届（
転
入
・
転
出
・
転
居
）

の
受
け
付
け
と
各
種
証
明
発
行
（
戸

籍
謄
本
な
ど
を
除
く
）
が
で
き
る
「
休

日
等
臨
時
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時　

 【
土
曜
の
開
設
】　

３
月
18
日
㈯
・
25

　

日
㈯
、
４
月
１
日
㈯　

９
時
〜
15
時

 【
平
日
の
窓
口
延
長
】　

３
月
22
日
㈬
・

　

29
日
㈬
、
４
月
５
日
㈬　

19
時
ま
で

　
（
通
常
17
時
15
分
ま
で
）

開
設
場
所　

市
役
所
１
階
窓
口
（
市

　

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
）

※

詳
し
く
は
本
紙
３
月
１
日
号
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

　

  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た
内
容
の
記
事

を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 （
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
約
20
日
前
。
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。）

◇
掲
載
基
準　

…

知知知

募　

集

相　

談

そ
の
他

鎌
鼬
美
術
館

有
栖
川　

有
栖

司
馬　

遼
太
郎

あ
さ
の　

あ
つ
こ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

吉
沢　

久
子

柘
植　

俊
直

鈴
木　

武　

ほ
か

西
田　

公
昭

内
藤　

貴
子

野
村　

万
蔵

高
木　

秀
雄

日
経
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ

内
村　

航
平

稲
垣　

俊
彦

主
婦
の
友
社

佐
藤　

愛
子

秋
田
魁
新
報
社

イ
ヌ
の
な
み
だ
製
作
委
員
会

大
好
き
な
ば
あ
ば
が
「
わ
す
れ
て
し
ま
う
病
気
」
に

な
っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
認
知
症
が
進
む
ば
あ

ば
と
、
家
族
の
交
流
を
描
い
た
あ
た
た
か
な
物
語
。

ば
あ
ば
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

楠　

章
子　

著

童
心
社
／
１
４
０
４
円

高
校
生
の
恋
愛
や
友
情
を
軽
や
か
に
描
い
た
青
春
小

説
。
三
年
に
一
度
の
文
化
祭
に
向
け
、
亜
矢
と
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
た
ち
は
カ
フ
ェ
の
準
備
を
進
め
て
い
く
。

Ｈ
Ｍ
同
好
会

藤
野　

千
夜　

著

理
論
社
／
１
７
２
８
円

忠
犬
ハ
チ
公
と
飼
い
主
だ
っ
た
上
野
博
士
と
の
実
話

を
元
に
、
人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
な
動
物
、

犬
と
の
関
係
を
多
様
な
視
点
か
ら
考
察
し
た
一
冊
。

東
大
ハ
チ
公
物
語

一
ノ
瀬　

正
樹
／
編　

正
木　

春
彦
／
編

東
京
大
学
出
版
会
／
１
９
４
４
円

 〈児童書〉
 〈Ｕ-20
 （10代向けの本）〉  〈一般書〉

鎌
鼬　

田
代
の
土
方
巽

狩
人
の
悪
夢

ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ー
ト
の
新
論
語

花
を
呑
む

マ
マ
た
ち
が
非
常
事
態
!?

ま
い
に
ち
を
味
わ
う

慢
性
病
薬
は
、
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
？

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
新
農
家
の
税
金

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
!
高
齢
者
詐
欺
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

紙
で
つ
く
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
フ
ー
ド

野
村
万
蔵
の
狂
言
へ
ご
ざ
れ

年
代
で
見
る
日
本
の
地
質
と
地
形

Ａ
Ｉ
が
同
僚

タ
フ
な
米
国
を
取
り
戻
せ

栄
光
の
そ
の
先
へ

見
た
目
の
９
割
は
髪
で
決
ま
る

す
ぐ
わ
か
る
自
律
神
経
の
整
え
方

そ
れ
で
も
こ
の
世
は
悪
く
な
か
っ
た

ク
マ
が
襲
っ
て
き
た　

〜 

秋
田
魁
新
報
２
０
１
６
報
道
フ
ァ
イ
ル 

〜

イ
ヌ
の
な
み
だ

市友好都市・長野県佐久市で「りんごオーナー」募集
　市の友好都市である長野県佐久市で来年度のりんごオーナー
を募集しています。詳しくはお問い合わせいただくか佐久市
ホームページをご覧ください。（申込期限…４月14日㈮）問 …佐久市農政課農政係　☎０２６７―６２―３２０３

おわび
・訂正

　本紙３月１日号の下記箇所をおわびして訂正します。
○２㌻上部の写真で「修身館所蔵のおひな様」とあるのは、正しくは「佐々木家の古今雛（修身館展示）」です。
○10㌻掲載「いっしょにあそぼ　『お買い物ごっこ』」で開催期日が３月16日㈭とあるのは、正しくは３月15日㈬です。
　なお、時間は変更ありません。
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イベント、行事の案内

ＥVENT
Information

認知症の人と家族のつどい
㈯

／３ ２５

㈮
／３ 24

３月のミニチャレンジデー
㈬

／３ 29

陸上自衛隊
東北方面音楽隊
カダーレ大演奏会

本荘中央児童館行事
  「楽しいプラ板小物を作ろう」 ㈰

／４ ３０

豊島　　怜ちゃん（  優  さん）美倉町
髙橋　蒼空ちゃん（広太さん）一番堰
小松　光葉ちゃん（孝幸さん）烏川
村井　奏月ちゃん（勝貴さん）石脇
小野　蘭那ちゃん（麻里子さん）薬師堂
佐藤　壮恭ちゃん（秀幸さん）薬師堂

<２月15日～ 28日受け付け分>
　 　 れい

    あおい

    みつば

　そうが

　 ら   な

  そうすけ

高橋　佑芽ちゃん（龍斗さん）石脇
長坂　紗知ちゃん（拓也さん）小人町
伊東　結凜ちゃん（孝幸さん）土谷
鎌田　笑多ちゃん（裕太さん）大鍬町
伊藤　茉愛ちゃん（拓也さん）岩城二古
三浦　結衣ちゃん（祐輔さん）岩城二古

     ゆ   め

     さ   ち

　 ゆりん   　  

  しょうた

     ま   お

     ゆ   い

　　 り   な

        ひなた

　　     あさひ

        そうた

　　 め   い

　　 ほのか

堀　　好喜さん

髙橋　正友さん

今野彌士郎さん

鎌田　　茂さん

瀧澤　　雄さん

柏倉キミ子さん

黒木タミヨさん

加藤　昭子さん

（石脇・51歳）

（寺後・75歳）

（一番堰・76歳）

（鮎瀬・80歳）

（裏尾崎町・87歳）

（薬師堂・93歳）

（石脇・90歳）

（福山・90歳）

小松　　一さん

生駒　純子さん

大日向カネさん

金子　欽市さん

小番　健一さん

佐々木義美さん

山中　義一さん

今野　良一さん

熊谷　峯茂さん

木嶋　ヒデさん

眞坂　勝雄さん

伊藤　　茂さん

佐々木憲一さん

（大鍬町・62歳）

（寺後・81歳）

（矢島町舘町・89歳）

（矢島町城内・67歳）

（矢島町元町・80歳）

（岩城勝手・75歳）

（岩城滝俣・89歳）

（岩城二古・78歳）

（前郷・88歳）

（久保田・90歳）

（葛岡・78歳）

（徳沢・66歳）

（中帳・93歳）

（大内三川・78歳）

（深沢・96歳）

（東由利杉森・76歳）

（東由利舘合・91歳）

（東由利宿・87歳）

（東由利宿・92歳）

（東由利蔵・83歳）

（西目町出戸・69歳）

（西目町沼田・86歳）

（西目町出戸・98歳）

（西目町沼田・83歳）

（鳥海町下笹子・91歳）

（鳥海町上笹子・66歳）

長田　恭一さん

佐々木章彦さん

須田　光春さん

五十嵐スヱノさん

齋藤　兵治さん

齋藤　　孝さん

石垣　芳美さん

齋藤ヨシ子さん

（砂子下・83歳）

（赤沼下・82歳）

（石脇・70歳）

（石脇・89歳）

（石脇・93歳）

（石脇・79歳）

（藤崎・69歳）

（水林・93歳）

<２月15日～ 28日受け付け分>

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（各総合支所市民福祉課、出張所）の窓口にお申し出ください。

嵯峨　善郎さん（旧本荘市功労者・中梵天）
２月24日永眠されました。昭和62年の就任以来４期16年間に
わたり旧本荘市議会議員を務め、平成９年からは副議長として
議会の円滑な運営と市政発展に貢献されました。平成17年旭日
双光章。平成13年本荘市地方自治功労。86歳。

日時　３月24日㈮　10時～11時半
会場　本荘中央児童館
内容　プラ板を使ってキーホルダー、ス
　トラップなどを作ります
対象　小学生、幼児（幼児は保護者同伴）
定員　20人（先着順）
参加料　２００円（材料代）
申し込み・問い合わせ先
　本荘中央児童館　　☎２２―３４８９

日時…３月29日㈬
 【矢島】ラージボール卓球　10時～11時
　矢島勤労青少年ホーム
 【岩城】パークゴルフ交流会　９時～
　正午　岩城パークゴルフ場
 【由利】インターバル速歩教室　15時
　～16時　由利Ｂ＆Ｇ体育館
 【大内】８人制バレーボール　９時～
　15時　松本体育館
 【東由利】ゲートボール交流会　10時～
　16時　げんき館、バレーボール交流
　会　19時～21時　東由利体育館
 【鳥海】８人制バレーボール教室　19時
　～20時半　鳥海トレーニングセンター
問い合わせ先　スポーツ課
　　　　　　　☎３２―１３３４

日時　４月30日㈰　13時半～（開場12時半）
会場　カダーレ　大ホール
演奏曲　吹奏楽曲、行進曲や歌謡曲など
　幅広いジャンルの楽曲を演奏します。
入場料　無料（全席自由・入場整理券が
　必要です。未就学児の入場はご遠慮く
　ださい）
入場整理券配布のご案内
　配布は４月８日㈯の10時から、大ホール
特設会場で行います。先着順ですので、予
定枚数に達した場合は配布を終了します。
　たくさんの市民の方が鑑賞できるよう
に、おひとりの枚数上限を２枚までとい
たします。なお、電話予約は受け付けて
いません。
問い合わせ先　カダーレ事務局
　　　　　　　☎２２―２５００

　河村彰先生が主宰する絵画教室の作品
を展示します。
日時　４月1日㈯～４日㈫　10時～18時
　半（４日は17時まで）
会場　カダーレ　ギャラリー
入場料　無料
問い合わせ先　橋口さん　
　　　　　　　☎２７―２５５０

　認知症に関する日頃の悩みや苦労を、
コーヒーでも飲みながら気軽にお話しし
てみませんか？（申し込み不要）
日時　３月25日㈯　14時半～16時
会場　ＮＰＯ法人由利本荘にかほ市民が
　健康を守る会事務所（石脇字石脇２）
内容　認知症の方本人やその家族が集ま
　り、自由に話をしながら仲間づくりを
　します。
参加料　無料
問い合わせ先　認知症の人と家族の会
　　　　　　　☎２３―４４８８

河るとん展
か

㈯／４ １
㈫～４

佐々木莉奈ちゃん（  亨  さん）加賀沢
髙　　飛陽ちゃん（  聡  さん）岩谷町
伊藤　　旭ちゃん（  武  さん）深沢
佐々木颯太ちゃん（  翼  さん）西目町出戸
柳橋　明生ちゃん（隆司さん）西目町出戸
佐々木朋花ちゃん（大輔さん）西目町沼田

新田　正毅さん

畠山　テツさん

鈴木　孝弥さん

小野ヨシ子さん

大庭　ヒサさん

鈴木　アイさん

阿部　　穰さん

鷹島世司男さん

鈴木要太郎さん

鷹島キヨノさん

阿部　金善さん

赤川　スミさん

佐　　正美さん
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鳥海高原花立牧場公園
宿泊センター 「ユースプラトー」
４月１日から営業開始

　昨年12月から冬季休業していた
「ユースプラトー」 は、４月１日（土）
から営業を再開します。今年も多く
の皆様のご利用をよろしくお願いし
ます。    問  (株)鳥海高原ユースパーク
　　　　　　　　   ☎５５－２９２９

　温泉休養施設「ぱいんすぱ新山」
の入湯者数が累計80万人に達し、２
月22日に記念セレモニーが行われま
した。ぱいんすぱ新山は平成17年４
月にオープン。「湯冷めしにくく、肩
や腰の痛みに効く」と評判の泉質で、

近隣の住民
のほか市外
からも入湯
客が訪れ、
開館から12
年目での80
万人達成と
なりました。
　

　後藤至代表取締役は「皆さんがま
すます健康でいられるよう、これか
らもどんどんこの温泉を利用してく
ださい」と来館者に呼びかけました。

〞ぱいんすぱ新山”
入湯者数　   万人達成!
〞ぱいんすぱ新山”

入湯者数　   万人達成!
〞ぱいんすぱ新山”

入湯者数　   万人達成!8080

くす玉を割って
入湯者と記念撮影

２月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 79,441人（-115）
男 =37,933人（-50）
女 =41,508人（-65）

世帯数 30,501世帯（-12）

事故件数

死亡者数

負傷者数

２月の交通事故発生状況 
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

事故･違反･飲酒運転のない街に！

  （２月28日現在・由利本荘警察署管内）

２月累計 昨年同期

21件

１人

27人

９件

１人

12人

12件

０人

17人

◆
こ
れ
か
ら
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
今
年
こ
そ
は
、

子
吉
川
河
口
か
ら
水
源
ま
で
た

ど
り
着
け
る
よ
う
歩
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
佐
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
石
脇
ひ
な
町
め
ぐ
り
に
今
年

は
私
も
出
品
し
て
飾
り
ま
す
。

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
!

 

（
打
矢
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆ 

「
そ
ば
勘
兵
」
さ
ん
の
紹
介

文
中
、「
目
立
た
ず
、
質
素
に
、

謙
虚
に
」
の
理
想
を
元
に
経
営

な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の

こ
と
、
日
本
の
そ
ば
職
人
に

ぴ
っ
た
り…

ま
ず
惚
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
近
い
う
ち
、
友
達

と
連
れ
だ
っ
て
食
べ
に
行
き
ま

す
。

 

（
太
田
さ
ん
・
80
代
・
本
荘
地
域
）

◆
シ
ン
プ
ル
な
そ
ば
、
食
べ
て

み
た
い
で
す
。
当
選
し
ま
す
よ

う
に
!

 

（
遠
藤
さ
ん
・
60
代
・
東
由
利
地
域
）

◆
冬
の
間
、
カ
ダ
ー
レ
の
図
書

館
か
ら
野
菜
作
り
の
本
を
借
り

て
勉
強
し
ま
し
た
。
春
に
な
っ

た
ら
実
施
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
無
農
薬
で
「
ぼ
か
し
肥

料
」
を
作
っ
て
が
ん
ば
る
ぞ
〜
。

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

 

（
髙
橋
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
私
が
子
ど
も
の
頃
は
女
の
子

の
い
る
家
で
お
ひ
な
様
を
飾
っ

て
い
て
、「
お
ひ
な
こ
見
せ
て

く
れ
じ
ゃ
ー
」
と
声
を
か
け
て

家
に
上
が
ら
せ
て
も
ら
い
、
近

所
の
家
の
お
ひ
な
様
を
見
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
町
中
ひ

な
め
ぐ
り
は
、
そ
ん
な
こ
と
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
」
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
ね
。

 

（
三
浦
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

ちょっとひといき・・・

計
を
見
る
と
、
も
う
こ
ん
な

時
間
。
先
が
気
に
な
る
け
ど

寝
不
足
も
避
け
た
い…

私
の
読
書

の
長
年
の
ジ
レ
ン
マ
で
す
。
解
消

法
、
教
え
て
く
だ
さ
い
!

な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、
人

は
よ
り
良
き
関
係
を
お
互
い

に
築
き
ま
す
。
旅
立
ち
の
季
節
で

す
が
、
遠
く
に
離
れ
て
も
そ
の
関

係
は
大
切
に
し
た
い
で
す
。

つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
や
異

動
が
多
い
年
度
末
、
き
れ
い
に
区

切
り
を
付
け
て
気
持
ち
よ
く
春
を

迎
え
た
い
も
の
で
す
。

番
組
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
72

時
間
」
は
街
角
に
集
う
人
々
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
が
描
か
れ
、

心
に
染
み
入
り
ま
す
。
広
報
紙
も

「
地
域
視
点
」
で
親
し
ま
れ
る
紙

面
を
目
指
し
ま
す
。

時つ立旅

（
蔵
）

（
さ
）

（
高
橋
）

　本紙３月１日号でお知らせした日程の
うち、３月24日（金）の献血は中止と
なりました。他の日程でご協力ください
ますようよろしくお願いいたします。

献血日程の変更


